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数学

国語

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から，２次方程式の解，三角関数，平面図形と
不等式，場合の数を選んで基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　概ねよくできていました。
　（２）　合成公式で間違えてしまい，空所� ウ �を　 とする誤答や，空所� エ �を　 とす

る誤答が散見されました。
　（３）　よくできていましたが，空所� カ �で　　とする誤答が見受けられました。

　（４）　空所� キ �はよくできていました。空所�� ク �ではさまざまな誤答が見受けられま
した。

　出典『水の文化史』（富山和子）中央公論新社
　水問題を通して日常生活における価値観の問い直しを述べた文章です。難解な用語もな
く、文章も長くないので受験者には取り組みやすかったと思います。
問１【漢字の読み問題】（解答番号は１�・２�）
　本年度は漢字の読みも出題しました。書くことも重要ですが読めることも重要です。正
答は④・⑤です。
問２【漢字問題】（解答番号は３�～10�）
　正答と正答率を示しておきます。
　　ｂ　万象（92％）　ｃ　培養（80％）　ｅ　蓄積（86％）　ｆ　指針（63％）
問３【空欄�補充　前後の文脈から接続詞を導き出す】（解答番号は11�～13�）
　空欄� Ⅰ ��の前には土壌の形成が繰り返して行われていることが書かれています。正答
は④です。空欄� Ⅱ ��は話題の転換を表す接続詞が入ります。正答は①です。空欄��
� Ⅲ ��の段落は傍線部ｆを含む文を踏まえています。以上から⑥が入ります。正答率は41
％でした。
問４【空欄�補充　文脈把握】（解答番号は14�）
　第一・二段落を踏まえれば正答は②です。他の選択肢は全体を捉えていません。
問５【空欄�補充　文脈把握】（解答番号は15�）
　第一段落にある水・緑・土の三者の関係を押さえれば、正答は②です。
問６【空欄�補充　文脈把握】【傍線部の説明　内容把握】（解答番号は16�）
　空欄� 丙 ��の後にはゴミを人工で処理すると矛盾が増大することが書かれています。正
答は⑤です。正答率は35％でした。
問７【傍線部の説明　文脈理解】（解答番号は17�）
　傍線部Ａの「この」が何を指すかを理解できれば正答は難しくありません。正答は②で
す。①「文明自体」、③「新たな種の誕生」、④「それらを亡ぼすものへと変わった」、⑤
「動植物の命を繰り返し生み出している」がそれぞれ間違いです。
問８【傍線部の説明　文脈理解】（解答番号は18�）
　傍線部Ｂを含む前後の段落の内容を押さえることが必要です。「高度システム化社都市
問題」とどのように関わり、何が「盲点」となっているかということが説明されているの
は②だけです。正答率は28％でした。
問９【内容合致】（解答番号は19�・20�）
　正答は②・⑥です。選択肢と該当個所�を対応させるようにしましょう。正答率は33％で
した。

■出題のねらい
　平面ベクトルと平面図形に関する基本的な知識を問いました。

■採点講評
　（１）　正六角形であることを利用すれば正答を導くことができます。正答に辿りつけな

い解答が多くありました。
　（２）　空所� ケ �は図を書けば三平方の定理を利用して解くことができます。解答の中

には，２　　などの誤答が多く見受けられました。
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　出典『善と悪――倫理学への招待』（大庭健）岩波新書
　受験者には読み応えのある文章であったようです。じっくり読んで答えてください。����
問１【漢字問題】（解答番号は21�～30�）
　正答と正答率を示します。
　ａ　高潔（31％） ｂ　倒錯（29％） ｃ　毀損（14％） ｄ　洗練（80％） ｅ　顧慮（33％）
問２【空欄�補充　内容理解に関する問題】（解答番号は31�）
　前段落では、人間としての存在の承認は自分一人では不可能とされ、本段落では、人間
は対他存在であると記されていることを読み取れば、難しくありません。正答率は78％で
した。
問３【空欄�補充　文脈把握に関する問題】（解答番号は32�）
　「気配を察している」の主語が２行前の「奴隷は」であることを押さえて解答します。
正答率は51％でした。
問４【内容理解に関する問題】（解答番号は33�）
　「道徳的であること」と「いい人生」の関係を正しく読み取ることが肝要です。それは
次節で詳しく述べられています。「安全網（セーフティ・ネット）」は「人間らしく生きる
前提」と言い換えられていることに気づいてください。正答の③以外の選択肢の間違いは
次の個所�です。①「十分条件」、②「生物としての生存の保持すら」、④「道徳的であるこ
ととは無関係」、⑤「必ずしも道徳的である必要はなく」。正答率は51％でした。
問５【内容理解に関する問題】（解答番号は34�）
　主人と奴隷の関係と無頼派とそれを承認する人々との関係の類比を理解しましょう。正
答率は67％でした。
問６【指示内容に関する問題】（解答番号は35�）
　「適当でないもの」が問われています。本文全体を理解することが必要です。道徳的で
あるということは、既定の悪を避けることではなく、善悪を見極めようとすることです。
②～⑤はすべて悪しき行為への道徳的感受性につながるものですが、①だけは、悪を既定
のものとしている内容です。正答は①です。正答率は33％でした。
問７【内容理解に関する問題】（解答番号は36�）
　「それ」は、「お互いに」よりも「単独で」に焦点を合わせるということを指しています。
本節全体をよく読んで、筆者の考える「いい人生」を読み取ることが必要です。①は「お
互いにわかりあえる存在同士である」、「～べきである人間の基本」などということが本文
の内容とは異なります。正答率は67％でした。

問８【指示内容に関する問題】（解答番号は37�）
　すぐ前の文を指していますが、「伴う」という言葉に注意してください。①は「道徳的
に反応する」、③は「そうすれば」が不適切です。正答率は43％でした。
問９【内容理解に関する問題】（解答番号は38�）
　全体の内容を把握できているかを試す問題です。正答は③です。正答率は65％でした。
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物理

１
３

■出題のねらい
　対数を含む関数の微分積分に関する知識と理解を問いました。

■採点講評
　（１）で f（ x ）の微分を間違えた解答が多く，全体的に正答率はよくありませんでした。

　（１）　（log�3）'＝ 　とした誤答が多く見受けられました。
　（２）　（１）ができていた人のほとんどが正答していました。
　（３）　n＝１から順に代入すればよいのですが，あまりできていませんでした。
　（４）　解答している人が少なかったです。符号を逆にしている解答が散見されました。

増減表など，すでに求めたものを利用してください。

■出題のねらい
　三角関数を題材にして，積分およびその応用に関する知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　２倍角の公式を用いて式変形を行う問題ですが，変形時の間違いが目立ちました。

また，意味を取り違えて kをcosαで表した人もいました。
　（２）　よくできていました。少数ですが符号間違いが見受けられました。
　（３）　計算すべき定積分の記述はよくできていましたが，計算ミスが目立ちました。

　（４）　（１）～（３）ができた人は，　　　 まではできていましたが，解になっているかの
判定まで行えた人はほとんどいませんでした。

Ⅲ

Ⅳ

■出題のねらい
等比数列と数列の和について，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　｛ an｝が等比数列であるので， a9/a 5 が公比の積で表せることから，容易に空所��
� ア �（ｐの値）と空所� イ �（ a 1の値）が求まります。そのため，空所� ア �～� ウ �はよ
くできていました。空所� エ �は等比数列の和の公式を利用すれば得られますが，それ
ほど正答率は高くありませんでした。また，空所� オ �～� キ �も正答に辿りつけていた
人は少なかったです。

■出題のねらい
２次関数の基本的な知識とその微分積分について問いました。

■採点講評
　（１），（２）　よくできていました。
　（３）　２つの曲線の式から yを消去した式は（ x－ a）で割れるということをうまく利

用できていない解答が多く見受けられました。うまく計算して容易に解ける方法を
考えましょう。

　（４）　よくできていました。（３）が解けていなくても，具体的に数値を入れると解き
やすいです。

Ⅴ

Ⅵ

■出題のねらい
　レールの上を運動する小球の問題を通じて，運動方程式や力学的エネルギー保存則に
関する力学の基本事項を問いました。また，数式の意味や物理現象とのかかわりについ
ての理解を問うために（１），（２）では１条件で小球が円形部を回転する条件，（３）
では複合条件において円運動する条件について問いました。

■採点講評
　（１）は斜面を転がる小球について，水平部に到達したときの速さや，運動方程式，
力学的エネルギー保存則に関する基本的な問題です。全体的によくできていました。
（１）の後半では，小球が円形部を回転する条件について段階的に解いていく問題を出題
しました。最高点で小球が落下しないための垂直抗力の条件（ ウ �）がわからないた
め，以降の正答が導き出せない人がいました。
　（２）では，ばねによる力を用いて，小球が円運動する条件を問いました。２）の位
置エネルギーに関する問題はよくできていました。（１）同様に円運動するため，ばね
を縮める最小の長さを問う問題の正答率が低かったです。
　（３）では，（１）の斜面を転がる状態と（２）のばねの弾性力が蓄えられる状態を組
み合わせた複合条件で，小球が円運動するために必要な条件を問いました。ここでは，
これまでの問題と同様に力学的エネルギーについて問う４）の正答率が高かったです。
しかしながら，斜面の高さを固定した状態で小球が円運動するためのばねの条件を問う
５）では，多くの誤答が見受けられました。今回の（１）～（３）で出題した小球が円
運動をするための条件は，すべて最高点（θ＝π）での垂直抗力が０以上になる，とい
う条件から導き出すことができます。力学的エネルギー保存則の式は記述できるものの，
物理現象と式とのつながりを正しく理解できていない人には，難しい問題であったよう
です。最後の小球が円運動するための条件をグラフで図示する６）は，最も正答率が低
かったです。５）の正答から，hは dの２次関数で表わされ，hが h1よりも大きい場合，
そして dが d1よりも大きい場合に小球に蓄えられる力学的エネルギーは大きくなりま
す。その結果，小球が円運動を行います。このようなそれぞれの値の物理的意味を考え
ると，グラフ上で小球が回転する範囲を導き出せます。
　日常の学習でも，数式を暗記し機械的に解くだけではなく，その物理的な意味や現象
をよく考えたうえで，数式を理解するように心掛けてください。

Ⅰ

k＝ 1
2e

■出題のねらい
　点電荷がつくる電場や電位，点電荷間にはたらくクーロン力（静電気力）を中心に出
題しました。基本的な問題からはじめ，公式の暗記・適用だけではなくしっかりと考察
できるかを問いました。また，電位などの物理的なイメージを持っているかを応用問題
として出題しました。

■採点講評
　１）～４）は，電磁気学の最初に出てくる基本的な内容です。正答率は高かったです。
誤答としては２）で逆向きの⑤，４）で「ローレンツ力」としているものが多かったで
す。電場やクーロン力を向きも含めてしっかり理解しておきましょう。
　５）は，電位に関する作図です。電荷が２個以上ある場合に電位のイメージが掴めて
いないようです。電気力線を書いたものや不可解な解答も少なからず見受けられました。
重ね合わせの原理をしっかり理解しておきましょう。
　６）以降の問題は，電気双極子の周りに置いた輪を小さなリングがすべるという，一
見複雑な設定ですが，基本的なものばかりです。６）は，�５）の作図を実際に点P3で計
算します。電位の式は与えられているので重ね合わせをするだけです。７）は，力学的
エネルギー保存則を用いて速さを求めます。力学の分野ですが，分野が混ざった問題で
もしっかりと理解して解いてもらいたいものです。正答率は約20％でした。
　８）では，問題文で「示せ」とあるにもかかわらず，言葉だけで説明している解答が
多く見受けられました。この場合はしっかりと式で計算することが求められます。問題
に対する基本的な考え方を間違えないようにしてください。９）は，電場中に置かれた
電荷の位置エネルギーの概念を電位から読み取る問題です。位置エネルギーは，P1から
P2に向けて輪にそって減少していき，P3で最小，それからP4へ増加していき，P5でP1と
同じ値になります。したがって，リングはP1→P3→P5→P3→P1を往復運動します。それ
がわかれば正答が得られます。残念ながら正答率は５％以下でした。
　全体として基本的な問題ですが，予想していたよりも点数がよくありませんでした。
電磁気学は，苦手な人も多いと思います。基本事項からしっかりと理解するように学習
してください。
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■出題のねらい
　対数を含む関数の微分積分に関する知識と理解を問いました。

■採点講評
　（１）で f（ x ）の微分を間違えた解答が多く，全体的に正答率はよくありませんでした。

　（１）　（log�3）'＝ 　とした誤答が多く見受けられました。
　（２）　（１）ができていた人のほとんどが正答していました。
　（３）　n＝１から順に代入すればよいのですが，あまりできていませんでした。
　（４）　解答している人が少なかったです。符号を逆にしている解答が散見されました。

増減表など，すでに求めたものを利用してください。

■出題のねらい
　三角関数を題材にして，積分およびその応用に関する知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　２倍角の公式を用いて式変形を行う問題ですが，変形時の間違いが目立ちました。

また，意味を取り違えて kをcosαで表した人もいました。
　（２）　よくできていました。少数ですが符号間違いが見受けられました。
　（３）　計算すべき定積分の記述はよくできていましたが，計算ミスが目立ちました。

　（４）　（１）～（３）ができた人は，　　　 まではできていましたが，解になっているかの
判定まで行えた人はほとんどいませんでした。

Ⅲ

Ⅳ

■出題のねらい
等比数列と数列の和について，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　｛ an｝が等比数列であるので， a9/a 5 が公比の積で表せることから，容易に空所��
� ア �（ｐの値）と空所� イ �（ a 1の値）が求まります。そのため，空所� ア �～� ウ �はよ
くできていました。空所� エ �は等比数列の和の公式を利用すれば得られますが，それ
ほど正答率は高くありませんでした。また，空所� オ �～� キ �も正答に辿りつけていた
人は少なかったです。

■出題のねらい
２次関数の基本的な知識とその微分積分について問いました。

■採点講評
　（１），（２）　よくできていました。
　（３）　２つの曲線の式から yを消去した式は（ x－ a）で割れるということをうまく利

用できていない解答が多く見受けられました。うまく計算して容易に解ける方法を
考えましょう。

　（４）　よくできていました。（３）が解けていなくても，具体的に数値を入れると解き
やすいです。

Ⅴ

Ⅵ

■出題のねらい
　レールの上を運動する小球の問題を通じて，運動方程式や力学的エネルギー保存則に
関する力学の基本事項を問いました。また，数式の意味や物理現象とのかかわりについ
ての理解を問うために（１），（２）では１条件で小球が円形部を回転する条件，（３）
では複合条件において円運動する条件について問いました。

■採点講評
　（１）は斜面を転がる小球について，水平部に到達したときの速さや，運動方程式，
力学的エネルギー保存則に関する基本的な問題です。全体的によくできていました。
（１）の後半では，小球が円形部を回転する条件について段階的に解いていく問題を出題
しました。最高点で小球が落下しないための垂直抗力の条件（ ウ �）がわからないた
め，以降の正答が導き出せない人がいました。
　（２）では，ばねによる力を用いて，小球が円運動する条件を問いました。２）の位
置エネルギーに関する問題はよくできていました。（１）同様に円運動するため，ばね
を縮める最小の長さを問う問題の正答率が低かったです。
　（３）では，（１）の斜面を転がる状態と（２）のばねの弾性力が蓄えられる状態を組
み合わせた複合条件で，小球が円運動するために必要な条件を問いました。ここでは，
これまでの問題と同様に力学的エネルギーについて問う４）の正答率が高かったです。
しかしながら，斜面の高さを固定した状態で小球が円運動するためのばねの条件を問う
５）では，多くの誤答が見受けられました。今回の（１）～（３）で出題した小球が円
運動をするための条件は，すべて最高点（θ＝π）での垂直抗力が０以上になる，とい
う条件から導き出すことができます。力学的エネルギー保存則の式は記述できるものの，
物理現象と式とのつながりを正しく理解できていない人には，難しい問題であったよう
です。最後の小球が円運動するための条件をグラフで図示する６）は，最も正答率が低
かったです。５）の正答から，hは dの２次関数で表わされ，hが h1よりも大きい場合，
そして dが d1よりも大きい場合に小球に蓄えられる力学的エネルギーは大きくなりま
す。その結果，小球が円運動を行います。このようなそれぞれの値の物理的意味を考え
ると，グラフ上で小球が回転する範囲を導き出せます。
　日常の学習でも，数式を暗記し機械的に解くだけではなく，その物理的な意味や現象
をよく考えたうえで，数式を理解するように心掛けてください。
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■出題のねらい
　点電荷がつくる電場や電位，点電荷間にはたらくクーロン力（静電気力）を中心に出
題しました。基本的な問題からはじめ，公式の暗記・適用だけではなくしっかりと考察
できるかを問いました。また，電位などの物理的なイメージを持っているかを応用問題
として出題しました。

■採点講評
　１）～４）は，電磁気学の最初に出てくる基本的な内容です。正答率は高かったです。
誤答としては２）で逆向きの⑤，４）で「ローレンツ力」としているものが多かったで
す。電場やクーロン力を向きも含めてしっかり理解しておきましょう。
　５）は，電位に関する作図です。電荷が２個以上ある場合に電位のイメージが掴めて
いないようです。電気力線を書いたものや不可解な解答も少なからず見受けられました。
重ね合わせの原理をしっかり理解しておきましょう。
　６）以降の問題は，電気双極子の周りに置いた輪を小さなリングがすべるという，一
見複雑な設定ですが，基本的なものばかりです。６）は，�５）の作図を実際に点P3で計
算します。電位の式は与えられているので重ね合わせをするだけです。７）は，力学的
エネルギー保存則を用いて速さを求めます。力学の分野ですが，分野が混ざった問題で
もしっかりと理解して解いてもらいたいものです。正答率は約20％でした。
　８）では，問題文で「示せ」とあるにもかかわらず，言葉だけで説明している解答が
多く見受けられました。この場合はしっかりと式で計算することが求められます。問題
に対する基本的な考え方を間違えないようにしてください。９）は，電場中に置かれた
電荷の位置エネルギーの概念を電位から読み取る問題です。位置エネルギーは，P1から
P2に向けて輪にそって減少していき，P3で最小，それからP4へ増加していき，P5でP1と
同じ値になります。したがって，リングはP1→P3→P5→P3→P1を往復運動します。それ
がわかれば正答が得られます。残念ながら正答率は５％以下でした。
　全体として基本的な問題ですが，予想していたよりも点数がよくありませんでした。
電磁気学は，苦手な人も多いと思います。基本事項からしっかりと理解するように学習
してください。
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